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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月5日(2016.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイルシステムにおけるデータを重複削除するための方法であって、前記ファイルシ
ステムが１つまたは複数のファイルを含み、各々の前記ファイルがデータの組を含み、前
記データの組が２人以上のユーザによって共有することができる、方法において、
　ファイルシステム内に格納されるファイルを受け取ること、
　前記ファイル内のデータの組が前に前記ファイルシステムに格納されていたかどうかを
チェックすること、
　前記データの組が前記ファイルシステムに格納されていた場合、前記格納されたデータ
の組の状態をチェックすること、
　前記格納されたデータの組の状態が前記ファィルのコピーを共有するのに適当である場
合、前記データの組を共有するコマンドのあったときに前記ファイルへの参照を提供し、
前記格納されたデータの組に関連した参照カウントを増加すること、
　前記参照カウントをチェックすること、および、
　前記参照カウントがゼロである場合、前記格納されたデータの組の状態を、暫定と、削
除中と、孤立と、回復済みからなる群のうちの１つに遷移することを含む、方法。
【請求項２】
　前記ファイルシステムが、Ｅメールシステムであり、前記ファイルが、Ｅメールを含み
、前記データの組が、前記Ｅメールへの添付ファイルを含み、
　前記ファイルシステム内に格納されるファイルを受け取ることが、さらに、
　Ｅメールを受け取ることであって、前記Ｅメールが添付ファイルをさらに含むことを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ファイルシステム内に格納されるファイルを受け取ることが、
　前記Ｅメールに関するメタデータを格納することをさらに含み、前記メタデータが、前
記Ｅメールに関するメタデータと、前記Ｅメールへの添付ファイルに関するメタデータと
、前記Ｅメールに関する状態メタデータと、前記添付ファイルに関する状態メタデータと
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、前記添付ファイルをどのように共有するかに関するメタデータと、前記添付ファイルの
重複に関するメタデータとを含む群のうちの１つを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記格納されたデータの組の状態を前記チェックすることが、
　前記添付ファイルに関連した状態を割り当てることをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記添付ファイルに関連した前記状態が、良好と、一部破損と、全部破損と、暫定と、
削除中と、孤立と、回復済みとを含む群のうちの１つを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記格納されたデータの組の状態が前記ファイルのコピーを共有するのに適当である場
合、前記データの組を共有するコマンドのあったときに前記ファイルへの参照を提供する
ことが、
　前記格納されたデータの組のための参照カウントを増加させること、および、
　前記格納されたデータの組へのポインタ参照を目標実体に送ることをさらに含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　データの組が破損しているかどうかを検知すること、
　破損していた場合、前記データの組に関連した前記状態を良好から破損に遷移させるこ
と、
　前記破損したデータの組を修復すること、および、
　前記データの組に関連した前記状態を破損から良好に遷移させることをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　Ｅメールシステムにおけるデータを重複排除するためのシステムであって、前記Ｅメー
ルシステムが、
　Ｅメールクライアントの組と通信するＥメールサーバと、
　Ｅメールおよび関連する添付ファイルを格納するためのデータベースであって、群のう
ちの少なくとも１つを格納し、前記群が、Ｅメールメッセージ、関連する添付ファイル、
前記Ｅメールメッセージに関するメタデータおよび前記関連する添付ファイルに関するメ
タデータを含むデータベースと、
　前記Ｅメールクライアントの組の間で添付ファイルの共有を管理するためのモジュール
とを含み、
　前記Ｅメールクライアントの組の間で前記添付ファイルの共有を管理する前記モジュー
ルが、添付ファイルの状態を検知することができ、前記添付ファイルの状態に応じて前記
添付ファイルへの参照ポインタを共有することができ、
　さらに、前記Ｅメールクライアントの組の間で前記添付ファイルの共有を管理する前記
モジュールが、前記添付ファイルに関連した参照カウントをチェックすることができ、前
記添付ファイルが共有された場合前記参照カウントを増加することができ、前記参照カウ
ントがゼロである場合前記添付ファイルの前記状態を、暫定と、削除中と、孤立と、回復
済みからなる群のうちの１つに遷移することができる、システム。
【請求項９】
　前記添付ファイルの共有を管理するための前記モジュールが、添付ファイルが破損して
いるかどうかを検知するためのモジュールをさらに含む、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記添付ファイルの共有を管理するための前記モジュールが、添付ファイルの状態を維
持するためのモジュールをさらに含む、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　ファイルシステムにおけるデータを重複削除することをコンピュータに実行させるため
のプログラムであって、前記ファイルシステムが１つまたは複数のファイルを含み、各々
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の前記ファイルがデータの組を含み、前記データの組が２人以上のユーザによって共有す
ることができ、
　ファイルシステム内に格納されるファイルを受け取ること、
　前記ファイル内のデータの組が前に前記ファイルシステムに格納されていたかどうかを
チェックすること、
　前記データの組が前記ファイルシステムに格納されていた場合、前記格納されたデータ
の組の状態をチェックすること、
　前記格納されたデータの組の状態が前記ファィルのコピーを共有するのに適当である場
合、前記データの組を共有するコマンドのあったときに前記ファイルへの参照を提供し、
前記格納されたデータの組に関連した参照カウントを増加すること、
　前記参照カウントをチェックすること、および、
　前記参照カウントがゼロである場合、前記格納されたデータの組の状態を、暫定と、削
除中と、孤立と、回復済みからなる群のうちの１つに遷移すること
を実行させるためのプログラム。
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